












 

新生児(未熟児)医療情報に関する基礎的な資料の一つとして、いわゆる「母体搬送」後に

発生するハイリスク児群と、新生児搬送の対象となったハイリスク児群との間に、どのよ

うな類似点または相違点が生じるかについてのデータがある。しかし本邦において、その

ような資料を収集できる医療機関、つまりハイリスク妊娠と分娩を取り扱う産科と、ハイ

リスク新生児の集中治療を行う新生児科の併設された機関は、必ずしも多いとはいえない。

つまり一貫した周産期医療を実践するにはなお不十分な状況であると考えられる。 

 幸い大阪府においては、昭和 56 年 10 月に上記の目的をもった「周産期医療センター」

が開設され、我々は現在まで新しい試みを経験することができた。以下報告する内容は、

入院経路として「母体搬送」と「新生児搬送」、別に NICU 入院児の内容を分析し、新生児

医療情報の基礎的資料に資せんとするものである。 


